
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
上
度
々

申
し
上
て
お
り
ま
す
と
お
り
選

擧
人
名
簿
え
の
登
録
は
選
擧
人

と
し
て
の
資
格
を
公
証
す
る
も

の
で
あ
り
ま
し
て
、
例
え
現
實

に
選
擧
權
を
持
つ
て
居
り
ま
し

て
も
、
名
簿
え
登
録
さ
れ
て
い

な
い
方
は
こ
の
資
格
が
公
証
さ

れ
ま
せ
ん
か
ら
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
權
利
を
行
使
す
る
た
め

に
は
、
名
簿
え
登
録
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
條
件
で
あ
り
ま
す
關

係
上
管
理
委
員
會
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
こ
の
名
簿
調
製
に
つ

い
て
は
種
々
な
る
方
法
を
異
て

選
擧
人
の
把
握
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

完
壁
を
期
す
こ
と
は
な
か
　
　

困
難
で
あ
り
ま
し
て
、
誤
載
、

誤
記
、
脱
漏
等
の
な
い
樣
、
細

心
周
到
、
最
善
の
努
力
を
重
ね

ま
し
て
も
人
力
に
限
度
が
あ
り

ま
し
て
多
數
の
有
權
者
中
か
ら

上
記
の
者
を
発
見
す
る
こ
と
は

甚
だ
困
難
で
あ
り
ま
す
の
で
、

名
簿
を
一
定
期
間
選
擧
人
の
方

え
縱
覽
す
る
樣
法
定
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
期
間
に
誤
載
、
脱
漏

等
の
あ
る
方
は
管
理
委
員
會
え

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
皆
樣
え
感

謝
の
意

を
表
す

る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

名
簿
は
十
月
三
十
一
日
ま
で

に
調
製
を
完
了
い

た
し
ま
し
た

こ

と
を
御
知
ら
せ
致
し
て
お
き

ま
す
。

さ
き
に
皆
樣
方
え

本
年
九
月
十
五
日
現

在
を
以
て
調
製
い
た

し
ま
す
基
本
選
擧
人

名
簿
登
録
予
想

者
の

回
覧
を
い
た
し
ま
し

て

、
名
簿
調
製
に
御

協
力
を
御
願
い
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
大

い
な

る
収
穫
を
得
た

基
本
選
擧
人
名
簿
を

一
度
調

べ
て
見
ま
し
よ
う

海
區
漁
業
調
整
委
員

會
委
員
選
擧
人
名
簿

縱
覽
に
つ
い
て

九
月
十
五
日

か
ら
二

十
日
迄

記

一
、
縱
覽
日
時
　
昭
和
二
十
八

年
十
一
月
五
日
か
ら
十
五
日

間
（

十
九
日
ま
で
）

毎

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後

五
時

ま
で

一
、
縱
覽
場
所
　
宮
崎
市
役
所

（
倉
岡
、
瓜
生
野
、
木
花
、

青
島
、
各
支
部
管
内
の
有
権

者
に
つ
き

ま
し
て

は
そ
の
管

内
の
名
簿
を
備
付
け
て
縱
覽

の
便
に
供
し
ま
す
）

記

一
、
縱
覽
日
時
　
昭
和
二
十
八

年
十
一
月
五
日

か
ら
十

五

日
間
（
十
九
日
ま
で

）
毎

日
午
前
八
時
三
十

分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

一
、
縱
覽
場
所
　
宮
崎
市
役
所

異
議
申
立
を
お
こ
な
う
こ

と
が

で
き
る
仕
組
と
な
つ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
の
機
會
を
の
が
さ

ず
御
自
身
の
選
擧
權
取
得
に
つ

い
て
遺
憾
の
な
い
樣
希
望
し
て

や
み

ま
せ

ん
。

異
議

申
立

に
つ
い
て
は
管
理

委
員
會
に
於
て
簡
單
に
出
來
ま

す
よ
う
に
便
宣
を
計
つ
て
お
り

ま
す
。

の
間
に
皆
樣
方
か
ら
、
宮
崎
縣

中
部
海
區
漁
業
調
整
委
員
選
擧

人
名
簿
え
の
登
録
申
請
を
し
て

い
た
ゞ
き
十
月
三
十
一
日
を
以

て
、
こ
の
名
簿
の
調
製
を
完
了

い
た
し
ま
し
た
の
で
左
記
に
よ

つ
て
こ
の
名
簿
の
縱
覽
を
い
た

し
ま
す
か
ら
、
誤
載
、
誤
記
、

脱
漏
等
の
あ
る
方
は
こ
の
期
間

内
に
限
り
管
理
委
員
會
え
異
議

申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
こ
の
機
會
を
の
が
さ
ず

選
擧
權
取
得
に
つ
い
て
遺
憾
の

な
い
樣
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

異
議
申
立
に
つ
い
て
は
、
管

理
委
員
會
に
於
て
便
宜
を
計
つ

て
お
り
ま
す
の
で
御
利
用
下
さ

る
樣
願
上
ま
す
。

供
米
は
早
め
に

奬
勵
金
が
つ
き
ま
す

農
家

の
皆
さ
ん
は
、
目
下

刈

入
れ
に
引
續
い
て
脱
穀
調
製
等

で

た
い
へ
ん
お
忙
が
し
い
事

と

存
じ
ま
す

。

今
年
も
供
出
は
早

め
に
御
完

納
下
さ
る
よ
う
御
協

力
下

さ
い

早

期
供
出
に
は
次
の
よ
う

に
奨

勵
金
が
つ
く
こ
と
に
な
つ
て
い

ま
す
第
三
期
十
一
月
二
十

日
ま
で
石

當
り
六
五
○
円

第
四
期
十
一
月
二

十
一
日

か
ら

十
二
月
十
日
ま
で
石
當
り
四
○

○
円

市
で

は
生
後
三
ヶ

月
以

上
た

つ
て

い
る
犬
に
狂
犬

病
の
予

防

注
射
を
次
の
日
割
で
毎

日
午
前

十
時

か
ら
午
後
四
時

ま
で
行

う

こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で

洩
れ

な
く
最
寄
り
の
場

所
で
接
種
し

て
下

さ
い

。

▲
二
日
宮
崎
小
學
校
東
門
入
口

新
地
吾
妻
病
院
▲
四

日
市
役
所

食
堂
前
、
消
防

會
舘

▲
五
日
東

狂
犬
病
の
予
防

注
射
日
割
决
る

今
月
は
申
告
所
得
税

の
修
正
予
定
申
告
と

市
民
税
第
二
期
分
の

納
期
で
あ
り
ま
す

ど
な
た
も
納
期
限
に

お
く
れ
な
い
よ
う
早

目
に
完
納
し
ま
し
よ

う
今
月
は
納
期

中
學
校
東
門
、
盲
學
校
▲
六
日

保
健
所
、
末
廣
町
立
正
寺

▲
七

日
市

立
傳
染
病
院
、
鶴

之
島
川

野
牧
場
▲
九
日
大
淀
小
平
校

、

大
田
保
育
所
▲
十
日
奥
野
製
材

所
、
長
友
安
夫
理
髪
店
（

横
町

）
▲
十
一
日
山
崎
公
民
舘
、
東

大

島
保
育
所
▲
十
二
日
大
島
神

社
、
村
角
公
民
舘
▲
十
三
日
花

ケ
島
公
民
舘
、
南
方
區
長
宅
▲

十
四
日
池
内
公
民
舘

、
舊
大
宮

支
所
▲
十
六
日
下
北
公
民
舘
、

一
の
宮
眞
方
理
髪
店
▲
十
七
日

ア
オ
キ
吉
村
西
中
公
民
舘
、
大

塚
保
育
所
▲
十
八
日
郡
司
分
區

長
宅
、
國
富
小
學
校
▲
十
九
日

西
山
崎
公
民
舘
、
恒
久
小
學
校

▲
二

十
日
赤
江
支
所
、
古
城
小

學
校

父

は
一
昨
年
病
死
、
母
子
二

人
暮
し
で
母
は
日
稼
ぎ
で
生
活

が
苦
し
い
た
め
第
二
學
期
は
じ

檍
小
六
年
龜
谷
　
信
夫

父

は
出
稼
ぎ
に
、
母
は
肝
臓

を
わ
ず
ら
つ
た
一
家
の
長
女
と

し
て
西
中
一
年

の
兄
さ
ん
幼
い

弟
妹
の
面

倒
を
み
て

お
り
、
し

か
も
學
業

成
績

は
良
く
、
温
和

な
性
質
は
級
友
に
愛
さ
れ
て
い

ま
す
。 鵜

戸
小
五
年

田
口
　
孝
子

母

が
病
気
の
爲
炊
事
を
は
じ

め
畑

の
手
入
れ
な
ど
學
業

の
暇

を
利
用
し
立
働
き
奉
仕
事
業

に

も
率
先
し
て
指
導
し
て

い
る
。

學
校
で

は
全
校
委
員
長
と
し
て

自
主
的
活
動
の
中
心
と
な
つ
て

お
り
、
ま
た
不
具
の
妹
を
と
く

に
い
た
わ
り
か
わ
い
が
つ
て
い

ま
す
。 瓜

生
野
小
六
年

壹
岐
　
英
彦

市
生
徒
兒
童
補
導
委
員
會
で
は
世
に
か
く
れ
た
善
行
兒
童
生
徒
を
紹
介
し
よ
う
と
各
小
學
校

に
協
力
を
求
め
人
選

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
こ

の
程
き
ま
り
次
の
お
友
達

を
表
彰
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

宮
崎
市
で
ち
か
く
表
彰

よ
い
子
の
隱
れ
た
善
行

昨
年
父
を
失
つ
て
か
ら
五
人

の
弟
妹
の
世
話
を
常
に
心
掛
け

、
出
稼
ぎ
に
行
く
母

に
心
配
を

か
け
な
い
よ
う
に
氣
を
つ

け
て

倉
岡
小
六
年

井
上
　
武
文

學
校
の
兒
童
會
委
員
部
落
子

供
會
役
員
と
し
て
責
任
感
強
く

子
供
會
の
決
定
事
項
の
達
成
に

努
力
し
て
い
る
。
家
庭
で
も
母

を
助
け
弟
妹
の
面

倒
を
良
く
み

て

お
り
苦
し
み
に
た
え

、
も
く

と
勵
ん
で
い
る
な
ど
父
兄

間
で
も
賞
讃
さ
れ
て
い
ま
す

。

潮
見
小
六
年

江
藤
　
　

守

め
に
行

わ
れ

た
鹿
兒
島
修
學
旅

行
に
さ
い
し
母
親
に
心
配
を
か

け
て
は
と
夏
休
み
を
利
用
し
て

二

十
日
間
高
岡
町

の
親
せ
き
の

家
に
手
傳
い
に
行
き
、
旅
費
小

使
錢
を
か
せ
ぎ
、
ま
た
帽
子
。

シ
ヤ
ツ
、
ゴ
ム
靴
な
ど
も
子
守

り
草
取
り
の
お
禮
に
買
つ
て
も

ら
い
母
を
よ
ろ
こ
ば
せ
て
お
り

ま
す
。

母
を
失
い
病
身
の
父
を
か
ゝ

え
兄
と
と
も

に
豆
腐
製
造
の
家

業
を
助

け
る
た
め
朝
は
三
時

に

起
き
夜
明

け
と
と
も
に
賣
歩
き

學
校
に
駈
け
つ
け
る
、
歸
宅
後

も
ま
た
賣
り
に
出
て
い
る
と
い

う
寸
暇

の
な

い
毎
日
だ
が
不

平

も
い
わ
ず
明
朗
で
友
だ
ち
に
も

親
し
ま
れ
て
い
る

。

宮
崎
市
東
中
二
年

中
武
　
英
二

級
友
中
島
節
子
さ
ん
が
カ
リ

エ
ス
の
た
め
登
下
校
の
と
き
兩

親
が
な
く
て
困
つ
て
い
る
の
を

見
か
ね
、
四
月
か
ら
自
轉
車
を

利
用
し
て
中
島
さ
ん
の
世
話
を

み
て
お
り
一
日
も
休
ん
だ
こ
と

が
な
く

ま
た
學
校
で
も
こ
ま
か

い
点
に
氣
を
つ
け
友
と
の
責

任

感
に
燃
え
て
い
る
。

恒
久
小
六
年

谷
ロ
マ
チ
子

い
る
勉
強
す
る
暇
も
な
く
忙
し

い
毎
日
で
あ
る
が
學

業
成
績
も

よ
く

病
欠
遅
刻
も
な
い
。

さ
る
八
月
十
九
日
登
校
中
老

人

と
六
歳
ぐ
ら
い
の
子

供
が
物

乞
い
し
て
い
る
の
に
同
情
し
青

島
中
學
校
の
主
事
を
し
て
い
る

靑
島
中
三
年

關
屋
ミ
チ
ル

市
内
大
塚
町
の

″
伸

び
行
く

友
の
會
″
の
會
長
と
し
て
小
中

學
生
の
面
倒
を
よ
く
み
て
い
る

大
淀
高
校
普
通
科

三
年
多
田
　
武
利

性
格
も
明
る
く
級
友
間
に
信

望
厚
く
、
學
級
委
員
長
を
つ
と

め
て
い
る
家
庭
で
も
家
業

の
手

傳
い
に
い
そ
し
み
暇
を
み
て
熱

心

に
勉
強
し
て
成
績

も
優
秀

大
淀
中
三
年

本
田
　
　
稔

家
族
六
人
の
貧
困
な
家
庭

に

育
ち
夏
休
み
に
キ
ヤ
ン
デ
ー
買

り

の
ア

ル
バ
イ
ト
で

か
せ
い
だ

二
千
円
を
學
費
に
あ
て
殘
り
を

母
に
預
け
た
。
生
徒
會
の
幹
部

と
し
て
日
ご
ろ
の
行
い
も
眞
面

目
で
あ
る
。

赤
江
中
二
年

山
熊
　
久
市

父
は
戰
死
母
は
病
氣
身
体
不

自

由
な
祖
母

と
と
も
に
朝

六
時

半

か
ら
花
売
り
し
て
い
る
性
格

も
い
た
つ
て
真
面
目
で
級
友
の

尊
敬
も
深
い
。

宮
崎
西
中
一
年

紫
田
　
與
一

五
日

か
ら
十
二

日
ま
で
、
橘

デ
パ
ー
ト
四
階
ホ
ー
ル
で

は
幕

を
開
い
た
第
三
回
縣
下
敎
職

市
か
ら
六
点
入
選

發
明
工
夫
展
に

母

亡
き
一
家
の
母
代

り
と
し

て

弟
四
人
の
面

倒
を
み
て
父

の

相
談
相
手
と
な
つ
て
い
る
。
學

校
で

は
常
に
首
席
で
友
だ

ち
か

ら
慕

わ
れ
て
い
る
。

宮
崎
會
計
專
門
學

校
二
年塩
見
　
和
子

父
に

お
願

い
し
て
宮
崎

の
養
護

所
に
世
話
し
父
子

に
は
じ
め
て

人
の
情
を
知
つ
て
更
生
の
気
持

を
抱

か
せ
た
。

市
の
青
年
會
議
所
で
は
本
年

度
事
業
計
か
ら
く
一
つ
と
し
て

明
秋
の
南
國
宮
崎
大
博
覽
會
に

備
え
市
街
地
を
美
し
く
す
る
た

め
に
紙
く
ず
箱
を
設
置
す
る
ほ

か
標
語
を
募
集
し
て
市
街
の
美

化
運
動
を
よ
び
か
け
る
こ
と
に

な
つ
た
。

こ
の
紙
く
ず
箱
は
市
内
の
要

所
十
數
ヵ
所
で
縱
横
一
、
五
尺

高
さ
二
、
四
尺
（
一
個
二
千
円

）
ま
た
市
の
衞
生
課
で
も
橘
公

園
と
平
和
台
な
ど
に
五
個
の
紙

く
ず
箱
を
置
く
こ
と
に
な
つ
て

い
る
。 街

を
き
れ
い
に

要
所
に
紙
屑
箱

學
生
兒
童
の
発
明
工
夫
展
覽
會

に
各
地
か
ら
百
數
十
点
の
出
品

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
入
選
は
三

十
三

点
で
、
本
市
か
ら
次
の
六

名
が
人
選
其
の
内
知
事
賞
一
点

を
獲
得
、
他

に
市
長
賞
な
ど
受

け
昨
年
の
発
明
工
夫
展
に
一
点

の
出
品
も
な
か
つ
た
本
市
の
汚

名
を
完
全
に
は
ら
い

の
け
た

○
敎
職
員
の
部

特
選
（

知
事
賞
）
波
動
解
説

器
　
大
淀
高
校
、
尾
關
榮
次

入
賞
・
画

架

宮
大
附
中
　

岩
佐
正
彦

▲
中
學
生
の
部

特

選
（
知
事
賞
）
星
座
盤

西
中
三
年
　

中
山
正
興

入
選
　
新
案
實
物
幻
燈
器

宮
大
附
中
二
年
鵜
戸
康
子

入
選
　

簡
易
風
速
風
向
計

西
中

、
川
越
幸
信

齊
藤

智
文
（
共
同
）

▲
小
學
生
の
部

特
選
（

宮
崎
市
長
賞
）

移
動
分
解

塵
取
器

宮
崎
小
學
校
五
年

兒
玉
澄
子
　
日
高
眞

智
子
　

藤
井
敦
生

第
四
回
宮
崎
市
營
競
馬
は
來
る
十
一
月
二
十
八
、
二
十
九
。

三
十
日

、
十
二
月
四
、
五
、

六
日

の
六
日
間
に
渉
り
出
走

馬
約
五
〇
頭
を
迎
へ
て
、
花
ケ
島
国
管
競
馬
場
で
賑
や
か

に
開
募
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

特
に
今
回
は
フ
ア
ン
の
皆
樣
の
熱
望
に
應
え
ま
し
て
「
宮

崎
ラ
ツ
キ
ー
、
宮
崎
ス
テ
ー
ク
ス
な
ど
の
特
別
番
組
な
ど

を
取
揃
え
て
皆
樣
の
御
出
を
お
待
し
て
お
り
ま
す
が
、
初

日
二
十
八
日
、
第
一
○
レ
ー
ス
に
は
農
林
大
臣
賞
レ
ー
ス

を
行
な
い
一
段
の
光
彩
を
添
え
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま

す
一
日
の
行
樂
を
、
皆
さ
ま
宮
崎
市
營
競
馬
で
お
過
し
下

さ
い
。 前

節
　
1
1
月
　
2
8
　
2
9
　
3
0

後
節
　
1
2
月
　

４
　

５
　

６

第
四
回
宮
崎
市
營
競
馬
始
ま
る

廉
價
で
刷
込
み
を
引
受
け
ま
す

宮
崎
博
カ
ツ
ト
入
り
年
賀
葉
書
利
用
者
へ

南
國
宮
崎
博
覽
會
事
務
局
で
は
、
年
賀
状
を
利
用
し
た
宣

傳
を
行
う
た
め
、
二
色
刷
り
の
優
美
な
博
學
會
カ
ツ
ト
入

り
の
年
賀

は
が
き
の
刷

り
込
み

を
ご
く
廉
價
で
引

受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で

御
利
用
下

さ
い
。

◎
年
賀
は
が
き
の
規
格
と
内
容

１
　
各
人
手
持
の
官
、
私
製
年
賀
用
葉
書
の
下
端
に
博
覽

會
の
宣
傳
カ
ツ
ト
を
挿
入
す
る

２
　
こ
の
カ
ツ
ト
入
り
葉
書
の
利
用
者
に
對
し
て
は
一
○

○
枚
五
〇
円

の
割
に
て
印
刷

を
引
受

け
る

３
　

賀

状
内
容

に
つ
い
て
は
、
予

め
事
務
局

に
於
て
準
備

の
見
本
品
Ａ

、
Ｂ

、
Ｃ
　

の
種
中
よ
り
希
望
の
も
の
を

選
定
の
こ
と

◎
申
　
込
　
方
　
法

１
　
申
込
希
望
者
は
手
持
年
賀
は
が
き
に
印
刷
費
を
添
え

博
覽
會
事
務
局
（
別
府
町
産
業
奬
勵
舘
内
）
に
申
込
の

こ
と
２
　
期
間
は
十
一
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
二
十
日
ま
で

３
　
但
し
印
刷
枚
数
に
制
限
が
あ
る
の
で
、
予
定
數
に
達

し
た
場
合
に
は
期
間
内
で
も
打
切
る
こ
と
が
あ
る
の
で

早
目
に
申
込
の
こ
と

ア
マ
チ
ユ
ア

寫
眞
作
品
募
集

九
日
、
村
角
青
年
學
級
開
講
式

十
一
日
青
島
地
區
國
民
健
康
保

險
啓
蒙
座
談
會

一
五
日
、
三
地
區
對
抗
陸
上
競

技
會

二
〇
日
、
保
健
婦
研
修
會

二
二
日
、
農
作
物
品
評
會

二
三
、
勤
勞
感
謝
の
日

二
八
、
市
營
競
馬
始

る
（
前
節

二
八
、
二

九
、
三
〇
、
後
節

十
二
月
四
、
五
、
六
）

市
敎
育
委
員
會
と
橘
百
貨
店

の
合
同
主
催
で
ア
マ
チ
ユ
ア
寫

眞
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

締
切
は
十
一

月
十
五
日
ま
で
、

画
題

は
自
由
、
型

は
四
ツ
切
に

限
る
、
送
付
先
は
市
敎
育
委
員

會
宛
推
選
、
特
選
各
一
名
、
入

選
二
十
名
で
発
表
は
廿
日

收
穫
の
喜
び
に
あ
け
く
れ
る

十
一
月
は
ス
ポ
ー
ツ
に
文
化

に

一
年
の
計
画

が
完
成

し
努
力

が

む
く
い
ら
れ
る
時
で
す

。

農
家
に
と
つ
て
は
一
束
の
稲
を

に
ぎ
つ
て
大
空
を
み
あ
げ
る
喜

び
は
韋
駄
天
走
り
の
選
手
が
ゴ

ー

ル
寸
前
の
興
奮
で

あ
り
ま
す

又

文
化
賞

に
涙
ぐ
む
老
人
の
笑

い
で
あ
り
ま
す
そ
の
中
で
山

は

紅

葉
し
谷

は
い
き
づ
き
、
野
分

の
荒
々
し
い
風
の
音
と
共
に
秋

は
あ
わ
た
ゞ
し
く
去
つ
て
行
く

一
日
、
市
役
所
職
員
運
動
會

二
日
、
狂
犬

病
予

防
注
射
始

る

三
日
、
文
化

の
日
（
文
化
功
労

者
の
表
彰
）

四
日
、
青
年
學
級
主
事
研
修
會

▲
百
日

セ
キ
予

防
注
射

始
る

五

日
、
市
税
の
滞
納
整
理
期
間

（
二
十
日
ま
で
）

▲
宮
崎
市

畜
産
共
進
會

八
日
、
市
民
体
育
大
會

1
1月
の
こ
よ
み

只今縱覽期間中
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靑
年
學
級
を
開
講

市
内
各
地
區
ご
と
に

市
社
會
敎
育
課
は
從
來
市
内

各
地
で
職
業
敎
育
講
座
を
開
い

て
來
ま
し
た
が
、
今
度
青
年
學

級
振
興
法
の
法
制
化
に
伴
な
つ

て
中
學
を
終
了
し
た
ゞ
け
で
高

校
に
進
學
し
な
い
青
年
婦
人
の

爲
に
各
地
の
公
民
館
で
　
青
年

學
級
　
を
開
講
す
る
事
に
な
り

ま
し
た
。
係
員
の
話
に
よ
り
ま

す
と
戰
前
の
青
年
學
校
と
は
全

然
性
質
の
異
つ
た
趣
旨
の
も
の

で
一
般
敎
養
、
家
事
職
業
敎
育

に
重
点
を
お
い
て
一
年
間
の
課

程
で
社
會
敎
育
を
し
よ
う
と
い

う
狙
い
で
、
市
で
は
こ
れ
ら
の

青
年
學
級
の
開
講
式
を
つ
ぎ
の

日
程
で
行
う
事
に
な
り
ま
し
た

瓜
生
野
（
三
學
級
）
倉
岡
（
四

學
級
）
下
流
水
一
學
級
）
以
上

三
地
區
は
既
に
発
足
し
て
着
々

第
四
回
畜
産

共
進
會
の
成
績

と
し
て
成
果

を
擧
げ
て

お
り
ま

す
。
九
日
、
村
角
・
十
日
・
花
ヶ

島

十
一

日
池
内
・
南
方

十
二
日
國
富
・
木
花
・
十
三
日
青

島
・
内
海
・
野
島
と
な
つ
て
い

ま
す

。

こ
れ
で
市
内
各
地
區

に
二
十
三

學
級
か
設
け
ら
れ
た
わ
け
で
す

産
犢
之
部

市

主
催

の
第
四
回
畜
産
共
進

會
は
五
目
牛
前
九
時
か
ら
鶴
之

島

家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
が

入
賞
者

は
次

の
通
り

（
優
等
）
倉
岡
　
原

孫
七
　
川

（
優
等
）
吉
村
町
黒
木
武
幸

倉
罔
矢
野
正

（
壹
等
）
大
塚
町

川
越
壹
次
　

新
別

府
町
仁
田
脇

梅
松
　
木

花
久
島
次
兵
衛
（
貳

等
）
大
塚
町
長
友
喜
平
　

倉
岡

湯
地
秀
實
　
木
花
姥
原
弘
　

村

産
駒
之
部

越
利
廣
（
壹
等
）

″

矢
野
速

緒
方
み
ち
え
　
瓜

生
野
坂
本
常

作
倉
岡
川
趣
惣
助

（
貳
等
）
赤

江
浮
田
常
義
　
大
瀬
町
押
川
友

市
　

瓜
生
野
押
川
篤
　

松
下

か

つ
え
　
池

内
町
　

齊
藤
正
　

川

越
茂
　

青
島
岩
切
忠
一
　

吉
村

町
田
村
直
他
　
（
参
等
）
古
城

町
串
間
吉
藏
　
村
角
町
後
藤
幹

男
　
木

花
鬼
束
源
三
郎
　

赤
江

演
津
奈
良
畩
　
木
花
手
束
奈
良

義
　
古

城
町
長
友
忠
二
郎
　

山

崎
町
　
杉
田
シ
ズ
カ
　
木
花
佐

藤
利
三
郎
　

赤
江
小
村
重
作

小
村
新
一
　

池
内
町
井
上
寛
美

木

花
持
原
重
光
　

古
城
町
長
友

正

義

育
成
馬
之
部

（
優

等
）
市
内
大
塚
町
坂
本
義

（
優
等
）
倉
岡
杉
尾
有
可

（

壹
等
）

″

黒
木
晃
　

脇
田

豊
　
下
北
方
町
富
永
武
　
富
永

重
信
（
貳
等
）
赤
江
川
越
美
義

太
田
利
義
　

瓜
生
野
重
清
禎
吉

井
上
國
光
　
大
島
町
小
川
金
彌

大
塚
町
谷
口
三
郎
　

村
角
町
長

友
定
義
（
参
等
）
赤
江
落
合
政

市
　

木
花
日
高
昇
　

赤
江
田
島

政
雄
　

瓜
生
野
尾
崎
貞
雄
　

木

花
岩
切
正
則
　

村
角
町
石

川
久

幸
　

大
塚
町
長
峯
嘉
吉
　

木
花

井
文
宇
畩

育
成
牛
之
郎

角
町
石
川
一
郎
　

郡
司
分
杣
大

進
（
参

等
）
倉
岡
黒
木
繁
　
木

花
川
添
藤
市
　
赤
江
恒
吉
清
一

大
塚
町
谷
口
千
代
吉
　
瓜
生
野

黒
木
熊
男
　

赤
江
落
合
誼
　
木

花
松
田
武
　

瓜
生
野
日
高
實

大
塚
町
兒
玉
又
吉
　
瓜
生
野
尾

崎
貞

美

（
優
等
）
鶴
田
町
清
水
久
彌

清
水
義
彌
（
壹
等
）
倉
岡
森
山

貞
盛
　
古
城
町
川
添
義
見
　
下

北
方
町
大
野
理
一
　
赤
江
町
江

藤
政
市
　

山
崎
町
井
野
武
美

大
瀬
町
町
押
川
友
市
　

恒

久
日

高
卯
市
　

村
角
町

安
井
鉄
身

（
貳
等
）
熊
野
湯
地
邦
夫
　

吉

村
町
清
水
惠
　
大

瀬
町
長
円
伊

作
　

山
崎
町
井
野

豊
　
熊
野
谷

口
源
市
　
赤
江
町
江
藤
政
市

金
崎
日
高
之
正
　

西
山
崎
町
米

良
勇
藏
　
吉
村
町
清
水
貞
見

福
島
町
原
田
徳
一
　

大
瀬
町
黒

岩
勝
元
　
山
崎
町
井
野
寅
次

倉
岡
福
島
仁
市
　
北
川
内
町
長

友
吾
市
（
参
等
）
本
郷
直
方
町

後
藤
昭

義
　
折
生
迫
安
藤
忠
明

市
内
大
瀬
町
外
山
正
利
　

福
島

町
日
高
安
次
　
本
郷
南
方
町
後

藤
一
正
　

木
花
田
村
重
袈
裟

導
入
牛
の
部

（
優

等
）
鶴
之
島
町
古
川
實

（
壹
等
）
村
角
町
石
川

寅
平

阿
波
岐
原
町
　

關
根
ユ
ク
ヱ

（
貳

等
）
赤
江
町
伊
豆

久
四
郎

瓜
生
野
黒
木
菊
芳
　

祇
園
町
石

田
健
市
（
参
等
）
潮
見
町
日
高

由

一
　
赤
江
町
田
原
利
雄
　

上

北
方
宮
田
正
雄
　

赤
江
町
佐
伯

喜
助

乳
牛
之
部

男
（
壹
等
）
仝
花
ヶ
高
町
清
田

與
一
　

仝
大
塚
町

日
高
有
義

（
貳
等
）
仝
赤
江
町
川
越
強

祇
園
町
押
川
万
吉
　
倉
岡
町
川

野
美
好
　

赤
江
町
松
田
重
雄

（
参
等
）
山
崎
町
川
崎
進
　
瓜

生
野
押
川
政
雄
　

西
山
崎
木
脇

義
光
　

瓜
生
野
黒
木
政
利
　

山

崎
町
井
野
義
治
　

瓜
生
野
山
口

次
男
　

倉
岡
内
山
松
吉

種
鷄
の
部

本
郷
南
方
町
日
高
春
吉
　
吉
村

町
野
中
達
造
　

吉
村
町
小
川

重

年
　
大
島
町
布
施
國
雄
　
大
塚

町
長
友
眞
平
　
倉
岡
川
上
寅
吉

本
花
川
添
重
明
　

折
生
迫
岩
切

義
雄
　

木
花
長
友
忠
正

（
壹

等
）
市
内
瀬
頭

町
水
町
妙

子
　

吾
妻
町
荒
川
録
郎

（
貳

等
）
瀬
頭
町
緒
方
重
俊

吾
妻
町
山
本
政
治
　
原
崎
な
み

（
壹
等
）
　

倉
岡
農
協

（
貳
等
）
　
宮

崎
農
協

（
参
等
）
　

瓜
生
野
農
協

（
四
等
）
　
赤
江

農
協

（
五
等
）
　

木
花
農
協

（
六
等
）
　

青
島
農
協

團
体
成
績

（
参
等
）
錦
町
森
テ
リ
　
新
別

府
町
佐
藤
す
み
　
大
工
町
日
高

サ
ツ

ヨ
　
小
島
町
甲
斐
俊
夫

永
樂
町
甲
斐
久
平

論
文
と
標
語
募
集

「
村
興
し
運
動
」
の

縣
で
募
集
中
の
「
村
興
し
運

動
」
論
文
と
標
語
は
締
切
り
を

十
一
月
三
十
日
ま
で

延
期
す
る

こ
と
に
な
つ
た
。

作
品

の
送
付
先
は
縣

企
画
局

論
文
標
語
募
集
係
で

論
文
と
標

語

の
内
容

は
次
の
通
り

〔

論

文

〕
題
名
「

協
同
で
村
興

し
を
推
進
し
た
優
良
事
例
」
と

し
如
何

に
し
て

良
き
協
同

が
な

さ
れ
る
に
至
つ
た
か
、
そ
の
結

集
さ
れ
た
協
同

の
力

が
如
何

に

活
用
さ
れ
、
ど
ん
な
結
果
を
生

じ
た

が
、
顧
み
て
更

に
よ
い
途

は
な
い
か
等
優
良
事
例
を
具
体

的
に
述

べ
ら
れ
た
い

な
お
こ
の
こ

と
は
自
分
達
の

体
験
或
は
他
部
落

の
事
例
紹
介

い
ず
れ
で

も
よ
ろ
し

い
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙

十
五
枚
程
度

〔

標

語

〕

農
山
漁
村
に
お
け

る
協
同
体
制

の
利
点

と
必
要
性

を
強
調
し

た
も

の
、
郵
便
は
が

き
一
枚
標
語
を
嚴
守
す
る
こ
と

市
民
の
衞
生
知
識

感
冒
に
つ
い
て

風
は
な
ぜ
引
く
か

感
冒

は
萬
病

を
引
起
す
原
因

と
な
り
健
康
や
長
壽
に
大
き
な

關
係
の
あ
る
事
は
承
知
の
通
り

で
す

。
私
達
の
『
ひ
ふ
』
は
寒
冷

の
刺
戟

に
逢
う

と
そ
の
分
布
さ

れ
て

い
る
血
管

が
収
縮
し
て

血

液

を
体

の
内
部
に
引
込

ま
せ
体

内

の
温
度
を
奪
は
れ
な

い
樣

に

調

節
す

る
官
能

が
あ
り
ま
す

。

同
時

に
体
内
で
は
酸
化
作
用

が

盛
人
に
起
つ
て
体
温
を
澤
山
造

る
樣
に
な
つ
て
来
る
、
普
通
こ

れ
を
第
一
次
の
皮
膚
反
應
と
申

初
夢
の
お
年
玉

を
の
せ
て
今

年
の

お
年
玉

年

賀

葉

書

そ
の

発
行
數
は
四
億
枚
と
き
ま
り

い
よ
い
よ
來
る
十
一
月
十
五
日

か
ら
全
図
一
齊
に
賣
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
今
年
の
ハ
ガ
キ

は
切
手

に
お
め
で
た
い
鶴
と
松

を
あ
し
ら
つ
た
扇
子
が
印
刷
さ

れ
て

い
て

。
下

の
方
に
く
じ
番

号
と
差
出
上
の
注
意

と
し
て
「

こ
の
は
が
き

は
十
二
月
十
四

日

以
前
一

月
一
日
以
降
に
差
し
だ

す

と
き

は
一
円
切
手
を
は
り
出

し
て
下
さ
い
、
年
賀
状
と
し
な

い
で
差
し
だ
す

と
き
も
同
様
で

す
、
抽
せ
ん
日
昭
和
二
十
九
年

一

月
十
五
日
賞
品
お
渡

し
昭
和

二
十
九
年
一
月
二

十
日
か
ら
七

月
十
九
日
ま
で
最

寄
の
郵

便
局

で
」
の
文
旬
が
入
つ
て
お
り
、

そ

の
下

に
寄
附

金
は
一
円
で
寄

附
を
受
け
る
團
体
は
共
同
募
金

と
日
本
赤
十
字
社
で
あ

る
旨

が

明
記
し
て
あ
り
ま
す
、
ま
た
待

望
の
お
年
玉
賞
品

は
特
等

が
ジ

ユ
ー
キ
ミ
シ
ン
を
は
じ
め
六
等

の
切
手

シ
ー
ト
ま
で
一
千
二

百

十
一
月
十
五
日
か
ら
賣
出
し

お
年
玉
年
賀
は
が
き

限

度
の
生
活
を
保
護
し
よ
う

と
い
う

の
で
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
種
類

に
は「
生
活
扶
助
」

「
住
宅
扶
助
」
「
敎
育
扶
助
」

「
醫
療
扶
助
」
「
葬
祭
扶
助

」
の
七
種
類
が
あ
り
ま
す
。

市
の
厚

生
課
内
に
あ

る
福
祉
事
務
所
は
こ

ん
な
仕
事
を
す
る
と

こ

ろ
で
す

生
活
保
護
法
に
よ
る

保
護
こ

の
生
活
保
護

法

は
、
生
活
に
困
っ

て

い
る
人
達
の
最
低

生
活

保
障

を

最

低

限

度

の
そ
の
世
帶
の
收
入
が
、
國

で
定
め
た
最
低
生
活

に
足

り

な
い
場
合
で
あ
れ
ば
、
ど

の

人
で
も
そ
の
保
護
を
受
け

る

こ

と
が
出
来

る
の
で

す
。

し
か
し
な
が
ら
、
働
け

る

能
力
が
あ
り
な
が
ら
働
こ
う

と
し
な
い
方

や
、
扶
養
能
力

の
あ
る
扶
養
義
務
者
が
あ
る

方

は
、
原
則

と
し
て
保
護
を

う
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん

な

お
、
こ

の
保
護
は
、
あ

く

ま
で
も
最
低
限
度
の
生
活

の
保
障
で
あ
り
ま
す
の
で

、

こ
の
兒
童
福
祉
法
と
い
う
の

は
、
十
八
才
未
満
の
兒
童
を

心
身
と
も

に
健
や
か
に
育
成

し
て
、
次
代
を
背
負
う
立
派

な
國
民
に
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
つ
て
、
縣
市
町
村
兒
童

相
談
所

、保
健
所
、
福
祉
事
務

所
等

が
、
そ
れ
　
　

の
立
場

に
お
い
て
こ
の
事
務
を
行
つ

兒
童
福
祉
法
に

よ
る
保
護
指
導

資
産
は
あ
る
が
、
收
入
が
な

い
と
か
、
あ
る
い
は
收
入
が

少
い
と
い
う
場
合
に
は
先
ず

も
つ
て
、
自
分
の
最
低
限
度

の
生
活
の
維
持

に
必
要
な
資

産
以
外
は
で
き

る
だ
け
有
効

に
活
用

す
る
こ

と
が
必
要
な

の
で

あ
り
ま
す

。

て
居

り
ま
す

が
。
福
祉
事
務

所
と
し
て
は
兒
童
特
に
精
神

的
、
肉
体

的
に
欠
陥
の
あ
る

よ
う
な
兒
童
や
、
そ
の
保
護

者
に
つ
い
て
い
ろ
　
　
相
談

を
う
け
る
と
か
、
必
要
な
調

査
を
行
う

と
か
、
指
導
を
行

う
と
か
、
あ
る
い
は
關
係
機

關
に
連
ら
く
あ
つ
せ
ん
な
ど

の
仕

事
を
し
て

お
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
援
護

こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
の
更

生
に
つ
い
て
必
要
な
援
護
を

行
い
、
そ
の
福
祉
を
は
か
る

の
が
目
的
で
あ
り
ま
す
。

兒
童
福
祉
法
と
同
じ
く
縣

市
町
村
。
更
生
相
談
所
、
公

共
職
業
安
定
所
福
祉
事
務
所

が
そ
れ
　
　
の
立
場
か
ら
關

係
し
て
お
り
ま
す
が
、
福
祉

事
務
所
と
し
ま
し
て
は
身
体

障
害
者
の
相
談
に
應
じ
た
り

實
情
を
調
査
し
た
り
、
關
係

機
關
に
連
絡
し
た
り
、
あ
る

い
は
盲
人
安
全
杖
や
、
補
聽

器
、
義
肢
、
車
椅
子
な
ど
の

交
付
、
ま
た
は
修
理
汽
車
、

バ
ス
割
引
証
の
交
付
、
身
体

障
害
者
手
帳
の
交
付
な
ど
の

身
体
障
害
者
に
對
す
る
あ
ら

ゆ
る
援
護
に
關
す
る
事
務
を

行
つ
て
い
る
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ

る
『
社
會
福
祉
三
法
』
と
い

わ
れ
て
い
る
生
活
保
護
法
、

兒
童
福
祉
法
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
に
よ
る
保
護
、
指
導

援
護
の
事
務
を
行
う
た
め
に

『
社
會
福
祉
主
事
』
が
福
祉
事

務

所
に
配
置
さ
れ
、
ま
た
、

こ
れ
に
協
力
す
る
機
關
と
し

て
、
民
生
委
員
、
兒
童
委
員

が
殆
ん
ど
各
町
内

に
設
置
さ

れ
て

お
り
、
そ

の
ほ
か
特

に

遺
族
、
未
亡
人

の
方

々
の
生

活
上
の
諸
問
題

の
相
談

に
應

ず
る
た
め
に
、
専
任
の
『
母

子
相
談
員
』
も
お
り
ま
す
か

ら
生
活
に
お
困
り

の
方
、

お

子
さ
ん
の
育
成
監
護

に
心
配

の

お
あ
り
の
方
、
身
体
障
害

の
た
め
に
惱

ん
で
い

る
方
、

遺
族
母
子
世
帶
の
方
々
は
、

直
接
福
祉
事
務
所

に
お
出
で

に
な
つ
て
、
社
會
福
祉
主
事

母
子
相
談
員
、
あ
る
い
は
各

地
區
の
民
生
委
員
に
御
相
談

な
さ
る
よ
う
希
望
し
て
お
り

ま
す
。

て
風

に
當
り
易

く
其

の
血
管

が

比
較
的
淺
在
し
て
居

る
か
ら

血

液

が
冷
却
し
易

い
樣
な
形

に
出

來
て
居
り
ま
す
、
そ
こ
で
皮
膚

の
抵
抗
力
の
弱
い
人

が
仮
眠
し

た
り
湯
ざ
め
を
し
た
り
又

は
労

働
し
て
汗
を
出
し
皮
膚
の
血
管

が
開
い
て
居
る
處
を
冷
気
に
觸

れ
、
或
は
平
素
室
内

に
閉
じ
籠

っ
て
い
る
人
が
た
ま
た
ま
外
出

し
て
長
時
間
外
氣
で
身
体
を
冷

や
し
た
り
す
る
と
第
一
番

に
足

と
首
か
ら
肩
の
邊
に
分
布
さ
れ

て
い
る
血
管
が
冷
き
つ
て
血
液

が
内
部
に
引
込
ん
だ
ま
ゝ
二
次

反
應
が
起
り
難
く
や
が
で
頂
部

の
邊
か
ら
ゾ
ク
　
　
と
先
驅
症

が
や
つ
て
來
て
風
を
引
く
譯
で

す
。
如
何
に
注
意
し
て
も
風
を

引
く
の
は
ど
う
云
う
譯
か
。

私
達
は
油
斷
せ
ず
注
意
に
注
意

を
加
へ
て
も
何
時

と
は
な
し
に

風
を
引
く
事

が
あ
り
ま
す
。
弱

い
人
は
気
候
の
變
り
目
に
は
大

抵
一
度

は
風

を
引
く
と
い
わ
れ

て

お
り

ま
す

。
こ
れ
は
主
に
腺

病
質
か
又
は
皮
膚
の
抵
抗
力
の

弱

い
体
質
の
人
で
皮
膚
の
鍛
錬

が
出
來
て
い
な
い
た
め
に
外
氣

温
度
の
變
化
す
る
毎
に
刺
戟
と

反
應
の
調
節
機
關
が
ま
じ
つ
て

急
變
に
應
ず
る
防
衞
上
の
動
作

が
円
滑
に
出
來
な
い
た
め
で
年

中
隙
間
を
狙
つ
て
い
る
風
の
神

は
斯
る
時
こ
そ
直
ち
に
飛
込

ん

で
來
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

だ

か
ら
風
を
引

か
な

い
樣

に
す

る
に
は
常
日
頃

よ
り
皮

膚
を
鍛

錬
し
て
抵
抗
を
強

め
て

お
く
事

が
大
切
で

あ
り
ま
す

。

後
で
身
体
を
早
く
温
る
人
と
ブ

ル
　
　
振
へ
て
二
次
反
應
の
來

る
の
が
遅
い
人
と
あ
り
ま
す
、

タ
オ
ル
で
全
身
の
皮
膚
が
赤
く

な
る
迄
摩
擦
す
る
と
早
く
温
り

决
し
て
風
を
引
き
ま
せ
ん
。

之
は
水
浴
反
應
と
云
っ
て
寒
中

水
浴
や
冷
水
摩
擦
を
す
る
人
の

心
得
置
く
べ
き
大
切
な
事
で
第

二
次
反
應
を
早
く
呼
び
起
す
の

で
あ
り
ま
す
。

假
眠
す
る
と
な
ぜ
風
を
引
く

か
、
仮
眠
中
は
体
温
が
下
り
外

氣
温
度
と
の
調
整
機
關
に
變
動

が
起
り
ま
す
處
が
遂
に
寢
入
つ

て
終
う
て
生
活
機
能
の
大
部
分

が
休
止
し
て
身
体
に
緩
み
が
來

て
い
る
處
へ
蒲
團
を
着
て
居
な

い
か
ら
冷
へ
た
ま
ゝ
温
ま
り
が

來
な
い
。
そ
の
隙
間
が
風
の
神

が
這
入
つ
て
來
る
の
で
あ
り
ま

す
。

冬
期
水
浴

を
す
る
と
其
の

血
行
を
促
が
し
第
二
次
反
應
を

早
く
呼

び
起
す

と
風
は
引

か
な

い
け
れ
ど
も
た
だ
蒲
團
を
着
て

寢
た
位
で
は
二
次
反
應
の
来
る

の
に
五
、
六
時
間
も
掛
つ
て
手

遅

れ
に
な

る
か
ら
風
を
引

く
の

で
す

、
風
は
足
と
首
か
ら

引
き
易
い

多
く

の
場
合
風

は
首
と
足
か

ら
引
く
と
云
う
事
は
皆
樣
御
承

知
の
通
り
で
あ
り
一
寸

仮
眠
で

も
す

る
と
直
ぐ
足
を
冷
や
さ
な

い
樣
に
用
心
す
る
事
が
大
切
で

あ
り
ま
す
、
首
や
足
部
に
は
太

い
血
管
が
あ
つ
て
多
量
の
血
液

が
循
環
し
て
居

る
に
拘
は
ら

ず

割

合

に
保

温
の
装

置

が
薄
く

れ
な

い
樣

に
又
暑
い
時

に
は
そ

の
反
對
に
血
管
や
汗
腺
が
開
い

て
汗

を
出
し
体
温
を
放
出
し
て

体
内

の
温
度
を
低
め
る
と
い
う

体
温
調
節

の
作
用

が
あ
り
ま
す

そ
こ
で
第
一
次
反
應
が
起
つ
て

血
管
が
収
縮
し
て
第
二
次
反
應

が
起
ら
な
い
場
合
血
液

が
体
の

内
部
に
引
込
ん
だ
ま
ゝ
永
く
表

層

に
出
て
來

な
い
と
内
部

の
諸

機
關
や
粘
膜
に
充
血
を
起
し
或

は
そ
の
代
謝
産
物

の
た

め
に
発

病
し
ま
す
、
雨

に
ズ
ブ
濡
れ
に

な
り
身
体
を
極
度

に
冷
や
し
た

時
に
は
良
く

風
を
引
き
ま
す
が

こ
の
時
身
体

を
湯

に
入
れ
て
温

め
る
か
又
は
酒
類
で
も
飲
ん
で

し
て
居

り
ま
す

、
次
に
こ
の
反

動
で
先
に
收
縮
し
た
血
管
が
拡

大
し
て
内

部
に
引
込
ん
だ
血
液

を
皮
膚
外
層

の
浅
在

血
管
内
に

追
ひ
出
す
樣
に
な
っ
て
來
る
、

例
え
ば
寒
い
屋
外

か
ら
暖
か

い

室
内
に
入
る
と
顔
が
赤
く
な
つ

て
ホ
テ
ツ
て
来

る
、
ま
た
寒
中

水
浴
を
す
る
と
後
で
そ
の
反
應

が
き
て
身
体
が
燃
え

る
よ
う
に

暖
く
な
る
し
こ
れ
を
「

第
二
次

皮
膚
反
應
」
と
い
ひ
こ
の
二
次

皮
膚
反
應
が
早
く
お
こ
る
人
は

風
を
引
か
な
い
と
い
わ
れ
て
居

り
ま
す
、
こ
の
二
次
反
應
が
起

る
か
起
ら
な
い
か
早
く
來
る
か

遅
く
來
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に

風
を
引
く

か
引

か
な
い
か
の
區

別
が
出
來
る
の
で
、
皮
膚
の
鍛

錬
に
よ
つ
て
早
く
こ
の
二
次
反

應
が
來
る
よ
う
に
す
れ
ば
風
を

引

か
な
い
と
い
う
わ
け
で

す
。

私
達

の
皮
膚
に
は
寒

い
時

に

は
皮
膚
の
血
管
が
自
然
に
收
縮

し
て
体
温
を
よ
け
い
に
う
ば
は

特等　　 ジユーキミシン　　400 本

一等　　日帝自轉車　　　　800本

二等　　 エバーソフト座蒲團1200 本

三 等　　ビニロン毛布　　　4000 本

四等　　 お盆　　　　　　19.000 本

五等　　 ミケソープ　　　400.000本

六等お年玉切手シート　12.000000本
赤い羽根協賛グループによる
協賛賞　　 テレビ一台

四
十
二
万
二
千
四
百
本
の
あ
た

り
く
じ
が
用
意
さ
れ
て
お
り
ま

す

。
こ
れ
は
三
十
二
本

に
一
本

の
當
せ
ん
率
で
す

。

福祉事務所
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